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技術の概要

全国で展開しております。

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質

従来の気象情報では、豪雨時などに雨量値のみを知らせるものでしたが、その雨による被害予想ま
では分かりませんでした。このため、業務で培った知見を基に、浸水リスク等に関する情報をリアルタ
イムで全国へ提供するサービスを２０１７年３月より開始いたしました。「RisKma」 は、インターネットで
誰でも閲覧できます。

＜雨量予報＞
・３６時間先までの雨量分布予報です
・リアルタイムでの累加雨量分布を５分間間隔で提供します
・気象庁の最新情報を組み合わせて作成します

＜内水リスク予測＞
・水路やマンホールから水が溢れる可能性のあるエリアをリアルタイムで表示します
・１時間以内程度の豪雨現象による内水浸水現象を対象とします
・気象庁高解像度降水ナウキャストおよび地毛モデルを組み合わせて、内水浸水の発生の恐れがあ
るエリアを解析・予測します

＜ゲリラ豪雨予想＞
・予測が困難なゲリラ豪雨（局所的な集中豪雨）を、２～３時間前に予測します（関東・甲信・東海・北
陸地方）
・気象庁が実施している最小サイズのメッシュよりもさらに小さい約1.5kmでのシミュレーションです
・名古屋大学宇宙地球環境研究所で開発された「雲解像モデルCReSS」を用いて、気象庁の３次元
レーダー情報を時々刻々と取り込む予測システムです

＜自治体・法人向けサービス＞
・水災害リスクメール配信⇒内水氾濫リスク等の情報をメールで配信します
・水災害対策コンサルティング⇒豪雨・洪水・内水対策に対するコンサルティングを行います
・水災害関連データ提供⇒上記様々な情報を提供します
上記のサービスを、自治体が管理する中小河川に合わせて最適化する取組も行っております。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

強い豪雨になる前の段階で、豪雨を察知する事が出来るため、水防体制の早期構築とともに、避難
の周知や災害対策のスピードアップにもつながります。

４．技術の適用範囲

情報での提供のため、様々な分野のニーズに応じた対応が可能です。

２．技術の内容

５．活用実績



６．写真・図・表


